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高
松
市

徳島県

　

高
松
市
は
瀬
戸
内
海
気
候
に
属
し
、
年

間
降
水
量
が
全
国
平
均
の
３
分
の
２
程
度

と
少
な
い
地
域
で
す
。
古
く
か
ら
水
の
確

保
に
大
変
な
苦
労
を
重
ね
な
が
ら
渇
水
と

共
存
し
て
き
ま
し
た
。
近
年
は
、
都
市
化

が
進
展
し
、
水
辺
の
減
少
や
高
潮
に
よ
る

浸
水
被
害
な
ど
の
新
た
な
水
環
境
の
課
題

も
顕
在
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
水
環
境
の
現
状
・
特
徴

を
踏
ま
え
、
高
松
市
で
は
２
０
１
１
年
に

「
持
続
可
能
な
水
環
境
の
形
成
」
を
実
現

す
る
た
め
の
水
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
行
政
・
市
民
・
企
業
が
連
携
し

て
水
の
持
つ
多
面
的
な
価
値
を
最
大
限
に

発
揮
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
水
質

や
水
量
と
い
う
自
然
環
境
だ
け
で
は
な
く
、

水
に
関
す
る
文
化
や
知
恵
を
引
き
継
い
で

い
く
た
め
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Profile

香川県

08
case 課題解決の事例

高松市（香川県）

水との豊かな関係を将来へつなぐ
貴重な水を分かち合う

２００５年の渇水時には利用中止となったサンポート高松の噴水で遊ぶ子どもたち
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香川用水

愛媛県
池田ダム

吉野川

徳島県

早明浦ダム
高知県

香川県
高松市

香川用水

吉野川

干
ば
つ
の
歴
史
と
築
い
た
水
利
慣
行

　

こ
の
地
域
で
は
、
17
世
紀
初
頭
か
ら
19
世

紀
半
ば
過
ぎ
ま
で
の
干
ば
つ
の
発
生
数
は

74
回
を
超
え
、
4
年
に
１
回
以
上
の
発
生
頻

度
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
18
世
紀
に

入
る
と
、
大
々
的
に
た
め
池
の
築
造
が
行
わ

れ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
水
源
開
発
が
進
み
、

干
ば
つ
発
生
頻
度
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

高
松
市
の
新
田
町
、
百
石
新
開
な
ど
の

地
名
は
藩
政
時
代
に
入
っ
て
の
新
田
開
発

の
な
ご
り
で
す
が
、
河
川
が
急
峻
で
陸
地

に
水
が
た
め
に
く
く
河
川
利
水
が
困
難
な

こ
の
地
域
で
は
、
水
利
権
者
の
間
で
厳
し

い
対
立
抗
争
を
繰
り
返
し
な
が
ら
水
利
用

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
た
め
池
の
水
を

無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
平
等
に
配
分
す
る

た
め
に
、
燃
や
す
線
香
の
長
さ
に
よ
り
配

水
時
間
を
限
る
「
線せ

ん

香こ
う

水み
ず

」「
水
ブ
ニ
」
と

呼
ば
れ
る
水
利
慣
行
が
高
松
市
に
は
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
古
来
よ
り
地
域
の
特

性
に
対
応
し
た
対
策
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

渇
水
に
強
い
街
を
目
指
す

　

１
９
７
４
年
か
ら
１
９
７
５
年
に
完
成

し
た
早
明
浦
ダ
ム
と
香
川
用
水
は
、
高
松

市
の
慢
性
的
な
水
不
足
打
開
に
大
き
く
貢

献
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
全
国
的
な
少
雨
に

見
舞
わ
れ
た
１
９
９
４
年
、
夏
場
の
到
来

を
前
に
早
明
浦
ダ
ム
の
貯
水
率
は
急
速
に

低
下
し
、
水
道
水
源
の
６
割
以
上
を
香
川

用
水
に
依
存
し
て
い
た
高
松
市
で
は
、
深

刻
な
水
不
足
に
陥
り
ま
し
た
。
同
年
７
月

中
旬
に
は
早
明
浦
ダ
ム
の
貯
水
率
が
０
％

に
な
り
、
１
日
当
た
り
５
時
間
し
か
水
が

出
な
い
時
間
給
水
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

給
水
制
限
は
１
３
９
日
間
に
及
び
、
全
国

に
「
渇
水
都
市
高
松
」
と
し
て
大
き
く
報
道

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
渇
水
の
教
訓
か
ら
、
高
松
市
で

は
節
水
型
都
市
づ
く
り
を
標
榜
し
、
そ
の

緊
急
か
つ
重
要
な
施
策
と
し
て
、
下
水
道

再
生
事
業
の
拡
大
を
行
う
と
と
も
に
、
節

水
コ
マ
の
全
戸
取
り
付
け
運
動
等
を
実
施

し
ま
し
た
。
２
０
０
５
年
に
は
、
再
び
早

明
浦
ダ
ム
の
貯
水
率
が
０
％
に
な
り
ま
し

た
が
、
市
民
一
人
一
人
が
節
水
を
意
識
し

た
お
か
げ
も
あ
り
、
断
水
を
回
避
し
て
い

ま
す
。
現
在
は
早
明
浦
ダ
ム
に
依
存
し
す

ぎ
な
い
水
源
確
保
を
目
指
し
、
自
己
処
理

水
源
の
比
率
を
５
割
程
度
ま
で
高
め
る
た

め
の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

経
験
に
支
え
ら
れ
た
節
水
意
識

　

水
源
地
へ
の
感
謝
を
表
す
た
め
、
毎
年
、

公
募
の
市
民
に
よ
る
早
明
浦
ダ
ム
周
辺
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

例
年
、
定
員
の
２
倍
か
ら
４
倍
の
応
募
が

あ
り
、
小
学
生
か
ら
ご
年
配
の
方
ま
で
、

年
齢
層
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
大
渇
水
を
知

る
世
代
だ
け
で
な
く
、
後
世
に
も
、
水
を

大
切
に
思
う
意
識
が
受
け
継
が
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

貯水率（目安） 取水制限 高松市の対応（その都度検討。記載は過去の渇水対応の例）

60% 第１次 ・取水調整対策連絡会設置	・水圧調整の開始
・渇水情報のHP等への掲載� など

45% 第２次 ・水圧調整の強化　・予備水源の取水を開始
・市民への節水啓発（ポスターの掲示）� など

30% 第３次
・高松市渇水対策本部設置	・水圧調整の強化
・市有施設の節水対策	 ・市民への節水啓発（チラシ配布）
・事業者向け節水協力依頼� など

15% 第４次 ・水圧調整の強化　・給水基地、応急給水所の設置� など

０% ―
・水圧調整の強化
・中小企業への事業資金融資	・公共の井戸、善意の井戸開設
・高松市干害応急対策事業の実施（農業用井戸掘削等の補助）�など

早明浦ダムの貯水率を目安とした高松市における渇水時（夏季）の対応例

❶市民と行政が協働し
て行う早明浦ダム周辺
ボランティア清掃の様
子　❷「ため池守り隊」
市民活動団体の様子

●❶

●❷

水
に
学
び
、
水
を
育
み
、

明
日
に
つ
な
ぐ

高松市水環境基本計画の 5つの基本方針高知県の早明浦ダムから供給される香川用水
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み
ん
な
の
意
見
を
聴
く

「鍵」
その1

　

高
松
市
水
環
境
基
本
計
画
で
は
、
行
政
、

市
民
、
企
業
、
水
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

関
係
者
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
が
協
働
し
て
持
続
可
能
な
水
環
境
の
形

成
に
取
り
組
む
事
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
策
定
に
先
立
ち
、
高
松
市

長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
高

松
水
環
境
会
議
を
２
０
０
８
年
２
月
か
ら

２
年
間
で
８
回
開
催
し
、
よ
り
良
い
水
環

境
を
未
来
へ
引
き
継
ぐ
た
め
の
理
念
を

議
論
し
ま
し
た
。
学
識
者
や
行
政
の
ほ
か
、

公
募
に
よ
る
市
民
、
農
業
、
環
境
や
水
源

地
の
関
係
団
体
や
企
業
、
市
内
各
地
区
の

自
治
会
長
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
メ
ン

バ
ー
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
参
画
し
、「
①
水

に
学
び
」「
②
水
を
育
み
」「
③
明
日
に
つ

な
げ
る
」
と
い
う
３
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
自
由
か
つ
柔
軟
な

意
見
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
の
意
見
を
も
と
に
、
行
政
の
枠

組
み
に
捉
わ
れ
な
い
多
角
的
な
視
点
に

よ
る
提
言
書
「
み
ん
な
の
水
を
み
ん
な
で

考
え
よ
う
」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
主
体
の

審
議
会
と
い
う
や
り
方
で
は
な
く
、
広
く

関
係
者
が
集
ま
り
議
論
を
し
た
こ
と
が
、

こ
の
会
議
の
特
徴
で
し
た
。

水
と
の
関
わ
り
の

見
え
る
化

「鍵」
その2

　

こ
の
提
言
を
も
と
に
、
水
に
関
わ
る
す

べ
て
の
当
事
者
の
連
携
に
よ
る
「
総
合
水

循
環
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
す
る
た
め
の
基

本
方
針
と
取
組
の
方
向
性
を
計
画
に
盛
り

こ
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
幅
広
く
収
集
す
る
こ

と
で
、
同
計
画
に
対
す
る
市
民
の
関
心
を

高
め
て
い
ま
す
。

　

水
環
境
基
本
計
画
の
達
成
の
た
め
に
施

策
を
示
す
実
施
計
画
も
作
成
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
施
策
実
施
の
責
任
部
署
を
明

確
に
し
、
施
策
の
達
成
状
況
を
示
す
指
標

と
そ
の
目
標
値
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
定
期
的
に
進
捗
を
公
表
し
て
い

く
仕
組
み
と
し
て
実
施
計
画
の
取
組
結
果

の
わ
か
り
や
す
い
「
見
え
る
化
」
を
進
め

て
い
ま
す
。「
高
松
市
水
環
境
協
議
会
」
に

お
い
て
取
組
の
実
施
状
況
を
点
検
し
、
そ

の
結
果
に
対
し
て
頂
い
た
意
見
を
実
施
計

画
に
反
映
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
報
誌
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど

の
広
報
媒
体
を
活
用
し
て
、
点
検
・
評

価
の
結
果
を
公
表
し
て
「
見
え
る
化
」
し
、

透
明
性
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
進
捗
が
芳

し
く
な
い
取
組
、
評
価
が
悪
い
取
組
に
つ

い
て
も
そ
の
理
由
も
含
め
て
市
民
に
公
開

し
、
幅
広
く
意
見
を
募
っ
て
い
ま
す
。

大
切
な
水
環
境
を

将
来
へ
つ
な
ぐ

「鍵」
その3

　

高
松
市
で
は
、「
我
が
家
の
水
が
め
づ

く
り
」
と
称
し
て
、
水
の
恵
み
や
文
化
を

流
域
圏
内
で
共
有
し
、
水
の
大
切
さ
を
将

来
へ
伝
え
る
意
識
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
で
は
多
く
の
取
組
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

行
政
が
協
働
で
取
り
組
む
「
高
松
市
協
働

企
画
提
案
事
業
」
の
一
環
と
し
て
水
環
境

イ
ベ
ン
ト
「
み
ず
の
わ
」
を
開
催
し
、
親

子
向
け
の
利
き
水
体
験
な
ど
を
通
じ
た
水

を
大
切
に
す
る
意
識
の
醸
成
な
ど
に
努
め

ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
源
地
紹
介
展
や
物
産
市
を
開

催
し
、
水
源
地
域
と
の
交
流
を
促
進
す
る

こ
と
で
水
へ
の
興
味
・
関
心
を
深
め
て
も

ら
う
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
は
、

小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
浄
水
場
な
ど

の
見
学
会
や
環
境
教
育
の
授
業
を
通
じ
て
、

水
の
大
切
さ
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
高

め
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
企

業
が
、
森
林
の
活
用
と
と
も
に
、
行
政
と

の
協
働
に
よ
る
植
林
な
ど
の
水
源
地
保
全

流域マネジメント、ここが「鍵」

こ
れ
ま
で
の
取
組

地
理
的
に
渇
水
が
起
こ
り
や
す
い
高
松
市
。
多
く
の
全

国
的
規
模
の
企
業
の
支
店
が
置
か
れ
、
四
国
の
政
治
経

済
に
お
け
る
中
心
拠
点
で
す
。
１
９
９
４
年
の
異
常
渇

水
を
教
訓
に
水
道
使
用
量
の
減
少
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
節
水
対
策
は
継
続
し
な
が
ら

豊
か
な
水
環
境
を
保
全
・
改
善
し
て
持
続
で
き
る
よ

う
に
基
本
計
画
に
基
づ
き
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

2020　 2010 2000 1990

節水型都市づくりの推進

１
９
９
４
異
常
渇
水

２
０
０
５
・
２
０
０
８
渇
水

１
９
７
３
異
常
渇
水

計画策定時
から約 50ℓ

の減量

「
高
松
水
環
境
会
議
」
開
催

2008

第
２
期
実
施
計
画
開
始
（
～
２
０
２
０
年
度
）

2016

「
高
松
市
水
環
境
基
本
計
画
」
策
定

  

第
１
期
実
施
計
画
開
始
（
～
２
０
１
５
年
度
）

2011

「
高
松
市
水
問
題
庁
内
研
究
会
」
設
置

1994

「
高
松
市
環
境
基
本
条
例
」
制
定

1996

「
高
松
市
節
水
・
循
環
型
水
利
用
の
推
進
に
関
す
る
要
項
」
制
定

1999

「
高
松
市
持
続
可
能
な
水
環
境
の
形
成
に
関
す
る
条
例
」
制
定

2010

「
高
松
市
水
循
環
健
全
化
計
画
」
策
定

2003

持続可能な
水環境の形成
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活
動
を
行
う「
フ
ォ
レ
ス
ト
マ
ッ
チ
ン
グ
」

活
動
が
実
を
結
ん
で
お
り
、
多
く
の
企
業

が
森
づ
く
り
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

高
松
市
は
、
こ
の
よ
う
な
取
組
を
通
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
方
た
ち
が
、
水
の
大
切

さ
へ
の
意
識
を
こ
れ
か
ら
も
持
続
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
松
地
域
の
「
干
ば
つ
の
歴
史
」
は
、
独
立
行
政
法

人
水
資
源
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
讃
岐
の
溜
池

文
化
と
香
川
用
水
︱
第
２
回
近
世
溜
池
水
利
の
発
達

︱
長
町
宏
（
農
学
博
士
）」
の
論
文
を
参
考
に
記
載
。

水
道
使
用
水
量
が
減
少
傾
向
に

　
「
我
が
家
の
水
が
め
づ
く
り
」
の
周
知
・

啓
発
や
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
に
よ

り
、
節
水
意
識
が
向
上
し
ま
し
た
。
１
人

１
日
あ
た
り
の
水
道
平
均
使
用
水
量
は

２
０
１
7
年
時
点
で
３
０
4
（
ℓ
／
日
）

と
な
り
、
ピ
ー
ク
時
の
約
86
％
に
減
少
し

て
い
ま
す
。

環
境
問
題
学
習
の
受
講
者
倍
増

　

近
年
の
受
講
者
数
は
、
実
施
計
画
に
お

け
る
目
標
よ
り
１
・
５
～
２
・
０
倍
を
維
持

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
行
政
の
広
報
誌

な
ど
に
よ
る
啓
発
活
動
の
効
果
が
、
市
民

の
水
環
境
な
ど
へ
の
関
心
を
高
め
る
事
に

つ
な
が
っ
て
い
る
現
れ
と
い
え
ま
す
。

活動の�
成　果
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実施計画目標の
２.0倍の受講者数

計画の策定で苦労した点と�
その克服方法は？ 
節水を目的とした意識高揚のための取組
の内容と達成目標をどのように設定する
か、全国水準が定量的に把握できず比較
することが難しく苦労しました。「回避
すべきは断水」を念頭に、現状の水準か
らより良くしていくことに主眼を置いて
います。

計画を推進する上で�
配慮している点は？
市民や企業に水を使っていただく必要が
ある一方で、使いすぎてはいけません。
相反する部分でバランスをとりながら
「節水」を進めるところに難しさがあり
ます。

今後の課題は？ 
平常時の節水意識は市民に浸透し、また
渇水への対応は概ねできつつあります。
達成している取組をより良くしていくの
か、別の取組に注力するべきか、判断が
難しい。また、今後、市民や企業に対し
てどのような方向性を示していくべき
か、が大きな課題です。

環境問題学習を内容とした講座の受講者数

●❸

❸中学生の環境教育の一環で
実施した香川用水水源めぐり
の旅（2017年4月の古高松中
学校の見学）。1994年に開始
以来、累計参加者は18万人を
超えた　❹水道週間に行われ
た下水道展。市内の小・中学
校から水道・下水道に関する
絵画展・ポスター、習字、標語
を募集し多数の応募があった　
❺企業・県・市町などで協働
した「フォレストマッチング」
活動の様子　❻生涯学習セン
ターまなびCANで「水につい
て考えよう！」をテーマに学習
している子どもたち　❼水道
の仕組みや香川県の水に関す
る歴史、水の大切さを学ぶため
の小学4年生を対象とした社
会科用副読本「香川県の人びと
のくらしと水」　❽下流域の地
域住民が参加した水源地域と
の交流物産市の様子

●❼

●❽

●❻ ●❺ ●❹


